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セーフコミュニティ活動推進事業所の活動を紹介します

現在セーフコミュニティ活動推進事業所には、56 の事業所に登録いただき、

安全・安心なまちセーフコミュニティこおりやまの活動を推進しています。

今回はその中から、令和４年10月より推進事業所として登録していただいている

登録いただいた事業所は、市ウェブサイトやセーフコミュニティ通信

などに掲載し、事業所の安全・安心活動をPRします！

参加登録事業所の一覧やこれまでの取組報告については、市ウェブ

サイトからご覧いただけます。
セーフコミュニティ 活動推進事業所 検索

～取材協力ありがとうございました～

さんに活動の内容をお聞きしました！

株式会社オオバ工務店さんが 伝えたい想い

安心安全な地域づくりという共通の目標を持つことにより、社員の
モチベーション向上や良好な企業イメージを築くことができると思います。
また、他の事業所様の活動を参考に、意見交換等を通じて郡山市の魅力を
高めることで、より住みやすいまちに繋がると思います。

Ｍessage

株式会社オオバ工務店

セーフティチャレンジに参加

平成16年から参加し、今年度は

18人が参加。交通事故防止及び

安全運転の意識向上、無事故無

違反を目指している。

こども１１０番の家に登録

こども１１０番の看板をオリジナ

ルで作成。通行人や運転手の目に

つく歩道沿いの本社正門に掲示。

柵には、AEDがあることがわかる

看板も作成し、掲示している。

富田交番連絡協議会協賛法人会員

平成16年から

会員に加盟。

配布資料を

掲示やメール

にて周知し、

職場や家庭等

での防犯、

交通安全に

対する意識

高揚に繋げ

ている。

ヘルメットの寄贈

郡山北工業高校の建築科新入生に毎年

全員分のヘルメットを寄贈。生徒はイ

ンターンシップや現場実習などで着用

している。

月に１回、｢安全衛生委員会｣
を開催し、環境改善を実施

そのほかにも、

各作業現場内に
防犯カメラを設置し、

犯罪抑止や防災対策強化を実施

今回お話を伺ったのは…

ありがとうございました

総務部 増子和弘課長

大場俊之社長

（郡山市セーフコミュニティ

推進協議会副会長）



セーフコミュニティ通信第39号 情報提供：郡山地方広域消防組合

発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 / ２０２４(令和６)年９月

【お問合せ・連絡先】

事務局：郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）

電話 ０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ ０２４－９２１－１３４０

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp
郡山市 セーフコミュニティ 検索

＝予防救急＝

みなさんのフォローを
お待ちしています！

X(旧ツイッター)アカウント

『セーフコミュニティこおりやま』では、

安心・安全につながる活動や、

セーフコミュニティ活動の取り組み

事例などを紹介しています。

郡山市では、過去５年間（2019～2023年）の間に、一般負傷事故により8,941件出動、8,291人を

搬送しています。“一般負傷事故”とは、おもにけがなどにより受傷した不慮の事故のことをいいます。

そのため、病気とは違い、少しの対策で防ぐことができる可能性があります。データ（データはすべて2019

～2023年の累計）から一般負傷事故の傾向を把握し、「家庭でできる予防救急」を目指しましょう！

高齢者の事故を予防しましょう！

■発生場所別にみると、「住宅」が

多いことがわかります。

○日 時 10月５日（土）13：30～15：00
○会 場 郡山市労働福祉会館 ３階大ホール
○参加費 無料
○定 員 200名（先着順、要事前申し込み）
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一般負傷
8,291人

このうち3,023人が

転倒が起因する事故

■「住宅」のうち、「居間」での発生が

多いことがわかります。
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■年代別にみると、「後期高齢者」が

全体の７割以上を占めています。

☑ 転倒を防ぐために整理整頓を

心がけましょう

☑ 部屋や廊下の段差につまづか

ないように気をつけましょう

☑ コード類は人が通るところを避けましょう

高齢者のけがを防ぐポイント

転倒・転落

窒息

溺水

☑ 食べ物はできるだけ細かく刻みましょう

☑ ゆっくりよく噛んで食べましょう

☑ 水分を取りながら食べましょう

☑ 入浴前に家族に一声かけましょう

☑ 飲酒後は入浴を控えましょう

救急医療体制について考えるシンポジウムを開催します！

けが・事故・急病になったときの対応について
…あなたなら、どうしますか？…

詳しくはこちらをご覧ください。
こちらからお申込みも可能です。

郡山地方広域消防組合は
けがなどを予防する
『予防救急』に
取り組んでいます。
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